
勁 シラス緑化基盤
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・シラス粒径を緑化用に調整した基盤です。 ●景畑同 11
・保水性に優れており、屋上。駐車場 。軌道 ●,11のな「,き
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の1程度に軽減されます。         麗胤なふ11;|:鼻薯
「・右のような効果を期待することができます。磯集
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場果,●保水率40～45%

鹿児島市では ヒー トアイラン ド対策の一環 として、2007年度
末までに、鹿 児島中央駅前か ら鹿 ′:1島駅間の軌道敷の交差点部分

を除いた約 1700メ ー トルを企画緑化 しました.

その結果、地表面の温度が、緑化された中央分離帯で 24℃

ドがった事が実証 されていますぃ

また、この緑化 された軌道敷について鹿児島市が利用者や 市電

運転十に意識調査をしたところ、9害 ll以上が『涼しげ』『潤う』
『目に優しい』などの好印象を抱いていたとわかりました゛
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ヒー トア f́ラ ン 111'1 1lj1/."■ i■を考えろ

近年、ヒー トアイランド現象が、世界の多くの都市で見られるようになりました

原 1大|と しては舗装された都市の道路の人|`易熱射、樹木の現象に伴う蒸発1替熱の減少、ノ、|1集 中によるエネルギー使用

量に比例した排熱量の増加等などあげられます。

これらのことの悪循環で年々都市部の気温が 1■がり続ける傾向が見られたり、夏に局地的な雷雲が発生し、突発的な

激しい雨が降ったりすることが増えてきていますこ

このようなヒー トアイラン ド現像への対策として、人工排熱の低減を図り、都市部における緑や、水辺の保全が求め

られています、その対策のひとつとして、建物の屋 11や壁面を緑で覆う『屋 11緑化・壁面緑化』が注目されていますし
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人に優しく環境に優しい対応が求められる中で、バリアフリー施設、温暖化防上のソーラーパネルの設置等と共に

シラス緑化基盤による量上緑化が行われていますぃ (屋 L緑化 地域によつては助成金の対象となります。)
シラス緑化基盤材による屋上緑化の施上後、室内温度が 2.7・C下がる事が実証されています。
(省エネルギーの推進に 1)効果があります。)
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削饉爾畷鰺緻はざ鐵爾
翼、晴天時の地表面の温度は、

・縁化した軌道敷内で」7～ 18℃優<なりました。
・緑化した中央分離帯で24℃低<なりました。
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シラス縁化システムによる省エネ効果

施工前          施工後

室内温度 29.3℃   1畿
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室内温度 270°(

室内温度変化グラフ
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シラス舗装プロック
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oシリス 1緑化基盤」
●保護マット

0雛楓補助フィルム
X●は状況により使用しないことがあります.

標準断面図
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